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「
来
世
も
、
再

来
世
も
一
緒
に
な

ろ
う
ね
」
▼
今
年

3
月
に
結
婚
し
た

歌
舞
伎
俳
優
の
成

田
屋
・
市
川
海
老

蔵
さ
ん
が
、
タ
レ
ン
ト
の
小
林

麻
央
さ
ん
を
口
説
き
落
と
し
た

セ
リ
フ
で
す
▼
あ
な
た
は
女
房

や
亭
主
に
言
え
ま
す
か
、
こ
の

セ
リ
フ
。
結
婚
20
年
、
30
年
と

今
は
惰
性
で
過
ご
し
て
る
夫
婦

生
活
で
は
、
と
て
も
相
手
に

「
来
世
も
一
緒
に
な
ろ
う
ね
」

な
ん
て
、
返
事
が
怖
く
て
い
え

ま
せ
ん
で
し
ょ
う
。
ま
し
て

「
再
来
世
も
」
な
ん
て
ね
。「
冗

談
じ
ゃ
な
い
わ
よ
。
来
世
は
も

っ
と
素
敵
で
や
さ
し
い
思
い
や

り
の
あ
る
方
と
一
緒
に
な
る

わ
」
な
ん
て
発
せ
ら
れ
な
く
て

も
、
心
奥
底
に
思
わ
れ
て
い
る

か
も
で
す
ね
。
お
お
怖
い
、
怖

い
▼
怖
い
と
い
え
ば
最
も
怖
い

の
が
核
兵
器
で
す
ね
。
わ
れ
ら

も
世
界
の
平
和
を
希
求
す
る

人
々
も
、
広
島
・
長
崎
で
の
核

爆
発
以
来
、
こ
の
世
か
ら
の
核

廃
絶
を
願
っ
て
運
動
し
て
来
て

い
る
の
で
す
ね
▼
昨
年
4
月
5

日
の
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
で
の
オ

バ
マ
大
統
領
演
説
以
来
、
世
界

は
希
望
と
落
胆
の
山
谷
を
揺
れ

動
い
て
い
ま
す
。「
核
兵
器
を

使
っ
た
唯
一
の
国
と
し
て
米
国

に
は
行
動
す
る
同
義
的
責
任
が

あ
る
」「
私
は
、
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
平
和
と
安
全
を
追
求

す
る
と
い
う
米
国
の
約
束
を
明

確
に
、
確
信
を
も
っ
て
言
明
す

る
…
」「
た
ぶ
ん
私
が
生
き
て

い
る
間
は
達
成
で
き
な
い
だ
ろ

う
」「
お
そ
ら
く
…
達
成
で
き

な
い
だ
ろ
う
」。「
た
ぶ
ん
」
と

「
お
そ
ら
く
」
の
達
成
確
立
が

ど
う
あ
れ
、
来
世
で
も
い
い
、

再
来
世
で
も
い
い
。
と
に
か
く

核
廃
絶
ま
で
に
第
2
の
広
島
・

長
崎
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
願

い
ま
す
。

（
洋
）

「
核
な
き
世
界
」
を
め
ざ
す

と
述
べ
た
昨
年
の
オ
バ
マ
米
国

大
統
領
の
プ
ラ
ハ
演
説
は
、
米

国
の
核
戦
略
が
大
転
換
し
た
と

手
放
し
に
喜
べ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
核
廃
絶
を
も
と

め
世
界
各
地
で
地
道
に
そ
の
運

動
を
進
め
て
き
た
多
く
の
方
々

の
願
い
を
背
に
受
け
た
も
の
で

も
あ
り
、
核
超
大
国
ト
ッ
プ
の

明
確
な
前
向
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
、
世
界
中
か
ら
歓
迎
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
5
月
に
開
催
さ
れ
た
N

P
T
再
検
討
会
議
で
は
、
合
意

文
書
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
前
回

の
苦
い
経
験
を
乗
り
こ
え
、
核

兵
器
削
減
か
ら
廃
絶
に
向
け
て

前
進
で
き
る
よ
う
参
加
各
国
政

府
を
は
じ
め
、
N
P
O
、
市
民

の
努
力
に
よ
っ
て
前
進
面
を
も

つ
合
意
文
書
を
採
択
し
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で
出
向

い
た
参
加
者
か
ら
の
報
告
は
い

ず
れ
も
明
る
い
声
で
語
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
今
年
9

月
18
・
19
日
、
奈
良
市
で
「
第

21
回
核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵

器
廃
絶
を
求
め
る
医
師
・
医
学

者
の
つ
ど
い
in
奈
良
」
を
開

催
し
ま
す
。

今
年
も
医
師
・
医
学
者
だ
け

に
限
ら
ず
、
広
く
市
民
に
も
参

加
い
た
だ
け
る
企
画
も
ご
用
意

し
ま
し
た
。
初
日
に
は
井
上
ひ

さ
し
さ
ん
原
作
で
映
画
に
も
な

っ
た
「
父
と
暮
ら
せ
ば
」
の
読

み
語
り
（
劇
団
民
芸
・
佐
々
木

梅
治
さ
ん
）、
テ
ィ
ル
マ
ン
・

ラ
フ
I
P
P
N
W
前
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
代
表
に
よ
る
記
念
講

演
。
2
日
目
は
市
民
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
、
日
本
の
反
核
運

動
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
方
々

に
よ
る
N
P
T
再
検
討
会
議
後

の
情
勢
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、

歴
史
あ
る
奈
良
仏
教
の
教
え
と

文
化
遺
産
を
守
り
今
日
に
伝
え

る
古
刹
の
一
つ
で
、
医
療
者
に

も
縁
の
あ
る
薬
師
如
来
を
本
尊

と
す
る
薬
師
寺
か
ら
、
長
老
・

安
田
暎
胤
師
（
世
界
宗
教
者
平

和
会
議
日
本
委
員
会
常
務
理

事
）
の
ご
挨
拶
も
い
た
だ
き
ま

す
。2

0
0
7
年
に
京
都
で
の
つ

ど
い
開
催
時
、
そ
の
企
画
・
開

催
を
担
っ
た
つ
ど
い
実
行
委
員

会
が
、
近
畿
各
府
県
の
反
核
医

師
の
会
や
保
険
医
協
会
・
民
医

連
・
I
P
P
N
W
支
部
の
方
々

で
構
成
し
協
力
し
て
取
り
組
む

な
か
で
、
奈
良
県
の
関
係
者
に

よ
り
同
年
10
月
に
「
奈
良
反
核

医
師
の
会
」を
結
成
し
ま
し
た
。

今
回
も
近
畿
の
仲
間
と
共
に
実

行
委
員
会
を
つ
く
り
準
備
を
重

ね
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

を
運
動
の
跳
躍
台
に
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
平
城
京
遷
都
か
ら
1

3
0
0
年
。
か
つ
て
奈
良
は
古

代
の
貿
易
と
文
化
交
流
の
道
・

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
点
で
し

た
。
そ
の
道
は
東
ア
ジ
ア
、
朝

鮮
半
島
か
ら
中
国
大
陸
、
現
在

の
ア
フ
ガ
ン
や
イ
ン
ド
、
イ
ラ

ン
、
イ
ラ
ク
、
イ
ス
ラ
エ
ル
な

ど
中
東
、
ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
し

た
。
い
ま
、
こ
れ
ら
の
地
域
で

非
核
化
、
平
和
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
テ
ー
マ
に
は
奈
良
か
ら

世
界
へ
非
核
平
和
の
願
い
を
発

信
す
る
気
持
ち
も
込
め
ま
し

た
。全

国
か
ら
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

第　　  号
2010年7月31日

45

核戦争に反対する医師の会事務局

〒151-0053  東京都渋谷区代々木2-5-5
新宿農協会館　全国保険医団体連合会内
電話03（3375）5121  FAX 03（3375）1885
e-mail: panw@doc-net.or.jp
http://no-nukes.doc-net.or.jp/　

Physicians Against Nuclear War（PANW）

シルクロードの終着の都から、世界の非核平和を
「つどい」へのご参加を奈良でお待ちしています
第21回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める医師・医学者のつどい in奈良

第
21
回
つ
ど
い
実
行
委
員
長

峯
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彰12：30

13：00

14：45

15：05

16：45

17：30

19：00

▼
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●佐々木梅治

開　場

●プログラム●

記念企画

芝居・読み語り「父と暮らせば」
（作・井上ひさし）

●ティルマン・アルフレッド・ラフ記念講演

「NPT再検討会議とICAN運動
｜核兵器禁止条約の実現を」

●薬師寺・安田暎胤長老仏教者の挨拶

全　体　会

レセプション

佐々木梅治●ささきうめじ
1973年、劇団民芸入団。近年では「夜明け
前」「子午線の祀り」（共に新国立劇場）、
「山上様のおくりもの」（わらび座公演）な
どに出演。その他、声優として韓国ドラマ
「オール・イン」「チャングムの誓い」にレ
ギュラー出演するなど、役柄によって多彩
な声を聞かせている。

安田暎胤●やすだえいいん
薬師寺長老、岐阜地蔵寺住職、（財）世界
宗教者平和会議日本委員会常務理事、日中
韓国際仏教交流協議会常任副理事長、国際
仏教興隆協会理事長。昭和38年宗教者平和
使節団員としての、ヨーロッパ各国の宗教
者との懇談を皮切りに「世界平和」を願い、
各国を訪れている。

ティルマン・アルフレッド・ラフ
●Dr. Tilman Alfred Ruff
IPPNW（核戦争防止国際医師会議）オー
ストラリア前代表。メルボルン大学ニュー
ノッサル世界保健研究所助教授。オースト
ラリア赤十字国際局医療アドバイザー。太
平洋諸島諸国における防疫計画に関し、オ
ーストラリア国際開発庁、ユニセフ、世界
保健機構のテクニカルアドバイザーを務め
る。ICAN（International Campaign to
Abolish Nuclear Weapons）運動を推進する。

冨田宏治●とみたこうじ
関西学院大学教授

2006年、安齊育郎氏の後をうけ、原水爆禁
止世界大会起草委員長に就任。名古屋大学
在学中の1978年以来、毎年8月6日、9日の
広島・長崎に身を置く。

川崎 哲●かわさきあきら
NGOピースボート代表

NGOピースボート共同代表。2008年「9条
世界会議」では日本実行委員会事務局長を
つとめる。日豪政府による「核不拡散・
核軍縮に関する国際委員会」のNGOアド
バイザー。著書に『核拡散』（岩波新書）な
ど。

片岡勝子●かたおかかつこ
JPPNW事務総長

JPPNW（核戦争防止国際医師会議日本支
部）事務総長。広島大学名誉教授。平成16
年～IPPNW副会長・理事（北アジア地区
代表）、平成19年～IPPNW日本支部事務総
長、現在に至る。

9/18●

9/19●

土

日

奈良女子大学講堂／
奈良ロイヤルホテル

奈良女子大学講堂

奈良ロイヤルホテルへ移動

9：30

10：00

12：30

13：00

▼

▼

▼

開　場

市民公開シンポジウム

「世界の平和に向け、奈良から第一歩を

踏みだそう」

「NPT再検討会議後の展望」 ●冨田宏治
「NPT再検討会議後の市民運動の役割」

●川崎 哲
「核兵器廃絶に向けて。被爆国日本・被爆
地ヒロシマの医師として」 ●片岡勝子

奈良の被爆者からの発言

◆パネリスト

まとめの全体会

会場案内

1日目記念講演まで／2日目会場

国立大学法人奈良女子大学講堂
奈良市北魚屋東町
●近鉄奈良駅1番出口より徒歩5分
●JR奈良駅より徒歩20分

1日目全体会／レセプション会場

奈良ロイヤルホテル
奈良市法華寺町254-1 TEL.0742-34-1131
●近鉄新大宮駅より西へ徒歩10分

第21回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める医師・医学者のつどい実行委員会〒630-8013 奈良市三条大路2-1-10  奈良県保険医協会内 TEL.0742-33-2553 FAX.0742-34-9644
核戦争に反対する医師の会 〒151-0053  東京都渋谷区代々木2-5-5  新宿農協会館6階 全国保険医団体連合会内　TEL.03-3375-5121 FAX.03-3375-1885
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先
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医師の会ニュース 第45号　（2）

埼
玉
県
の
最
東
端
、
江
戸
川

隔
て
て
東
方
は
千
葉
、
南
側
は

東
京
足
立
区
に
接
し
て
、
三
つ

の
町
（
郷
）
が
合
併
し
て
で
き

た
三
郷
市
。
そ
の
北
側
に
あ
る

早
稲
田
に
、
地
域
医
療
を
担
う

べ
く
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
い
て
、

早
や
10
年
が
立
と
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
間
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
3

年
目
か
ら
、
毎
年
8
月
、「
原

爆
写
真
展
」
に
取
り
組
み
、
翌

年
か
ら
は
同
時
に
「
被
爆
者
の

体
験
を
聞
く
会
」
を
開
い
て
き

た
。私

の
人
生
を
振
り
返
れ
ば
、

40
数
年
前
は
学
生
運
動
に
明
け

暮
れ
、
夏
に
な
る
と
原
水
禁
運

動
に
参
加
し
、
30
余
年
前
の
青

年
医
師
時
代
に
、
千
葉
民
医
連

の
被
爆
者
健
診
担
当
の
一
人
に

な
っ
て
、
被
爆
者
が
ぐ
っ
と
身

近
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
曜

日
の
集
団
健
診
の
あ
と
、
毎
回

懇
親
会
が
も
た
れ
、
被
爆
体
験

を
聞
く
に
つ
け
、
被
爆
者
の

「
身
体
と
心
、
生
活
」
を
根
底

か
ら
奪
っ
て
し
ま
う
原
爆
の
恐

ろ
し
さ
を
教
わ
っ
た
。
20
数
年

前
は
、
I
P
P
N
W
の
研
究
活

動
な
ど
か
ら
、「
核
の
冬
」
を

知
り
、
も
し
再
び
核
戦
争
が
お

き
た
ら
、
最
悪
の
環
境
破
壊
に

つ
な
が
る
し
、
核
兵
器
の
製
造

な
ど
も
環
境
を
脅
か
す
と
い
う

こ
と
か
ら
、
核
兵
器
廃
絶
こ
そ

緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
の
信
念

を
強
め
て
反
核
医
師
運
動
に
参

加
し
て
き
た
。「
集
い
」
の
第

一
回
か
ら
今
日
ま
で
、
ほ
ぼ
毎

回
参
加
し
、
主
催
側
に
席
を
連

ね
て
き
た
。

10
年
前
、
個
人
で
開
業
し
た

あ
と
、
こ
の
早
稲
田
の
地
で
の

核
廃
絶
運
動
と
平
和
活
動
に
、

灯
を
つ
け
て
く
れ
た
の
は
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
患
者
の
被
爆
者
だ

っ
た
。
当
初
外
来
通
院
さ
れ
て

い
た
70
代
後
半
の
品
の
良
い
女

性
が
、
そ
の
後
往
診
管
理
と
な

り
、
家
族
と
の
話
し
の
中
で
、

広
島
で
被
爆
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
、
被
爆
体
験
を
皆
に
知

ら
せ
て
と
、
往
診
2
年
目
の
夏

に
「
体
験
を
語
る
会
」
を
も
つ

こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
車
椅
子

生
活
の
彼
女
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
症
状
に
加
え
て
、
あ
ち
こ
ち

が
痛
い
、
苦
し
い
な
ど
多
愁
訴

で
家
族
を
手
こ
ず
ら
せ
、
主
治

医
は
診
断
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い

た
の
で
、
本
当
に
お
話
し
し
て

い
た
だ
け
る
の
か
実
は
半
信
半

疑
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
車
椅

子
で
現
れ
た
彼
女
は
、
曲
が
り

気
味
の
背
中
を
ピ
ー
ン
と
伸
ば

し
、
小
さ
い
声
だ
が
ハ
リ
の
あ

る
声
で
、
広
島
で
の
被
爆
体
験

を
し
っ
か
り
と
語
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
凝
縮
さ
れ
た
20
分
弱
だ

っ
た
が
、十
分
原
爆
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
、
静

か
な
語
り
口
が
一
層
、
心
に
染

み
た
。

そ
の
体
験
談
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
毎
年
「
原
爆
写
真
展
」

そ
し
て
「
被
爆
体
験
語
る
会
」

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
隣
接
し
た

場
所
を
会
場
と
し
て
、
地
域
の

子
供
劇
場
、
生
協
、
健
康
友
の

会
な
ど
と
共
催
し
て
、
被
爆
者

の
会
の
ご
協
力
で
、
語
り
部
の

お
話
し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
そ
こ
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
、
原
爆

の
悲
惨
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
核
廃
絶
と
平
和
擁
護

を
一
緒
に
考
え
あ
っ
て
き
た
。

そ
し
て
昨
年
8
月
に
は
、「
平

和
の
夕
べ
」
と
し
て
、
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
、
バ
ザ
ー
、
エ
コ

バ
ル
ー
ン
な
ど
も
新
た
に
催

し
、
平
和
運
動
の
輪
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
。

数
年
後
に
亡
く
な
ら
れ
た
車

椅
子
の
語
り
部
の
、
最
初
で
最

後
だ
っ
た
「
原
爆
は
な
く
さ
な

け
れ
ば
、
平
和
が
大
事
」
と
の

凛
と
し
た
訴
え
は
、
脈
々
と
こ

の
早
稲
田
の
地
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
。

被
爆
者
の
体
験
談
が
地
域
を
動
か
す

埼
玉
県
反
核
医
師
の
会
　
大
場

敏
明
（
三
郷
市
）

地
域
で
の
反
核
・
平
和
活
動

以
前
、
宮
部
み
ゆ
き
の

「
イ
コ
　
霧
の
城
」
を
読
ん

だ
こ
と
が
あ
る
。
闇
の
魔
神

が
支
配
す
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

な
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
。

私
に
は
、
こ
の
魔
神
が
支
配

す
る
世
界
と
、
今
の
日
本
の

現
実
が
重
な
っ
て
見
え
て
し

か
た
が
な
い
。
普
天

間
問
題
で
政
権
を
投

げ
出
し
た
鳩
山
前
首

相
も
、「
学
べ
ば
学
ぶ

ほ
ど
、
沖
縄
の
海
兵

隊
が
抑
止
力
を
維
持

し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」と
、「
洗
脳
」

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
闇
の
魔
神
」
は
、

「
日
米
安
保
条
約
が

戦
後
の
日
本
の
平
和

を
守
っ
て
き
た
」、

「
日
本
の
米
軍
基
地

は
日
本
の
防
衛
に
役

だ
っ
て
い
る
」「
引
き

続
き
日
本
の
平
和
を

守
る
た
め
に
、
国
内

に
普
天
間
の
機
能
は

必
要
だ
」
な
ど
と
い

う
強
力
な
呪
縛
を
、

日
本
国
民
に
対
し
て

広
め
て
い
る
。

こ
の
呪
縛
を
、
い
か
に
し

て
解
く
こ
と
が
で
き
る
か
。

こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
中
に

答
え
が
あ
る
。「
日
本
の
平

和
を
維
持
し
て
き
た
の
は
、

日
本
国
憲
法
で
あ
り
、
憲
法

9
条
を
脅
か
し
て
き
た
の

は
、
い
つ
も
安
保
条
約
で
あ

っ
た
」「
軍
事
同
盟
は
日
本

の
常
識
で
あ
っ
て
も
、
世
界

の
非
常
識
で
あ
る
」「
日
本

の
米
軍
基
地
は
、
ア
メ
リ
カ

の
世
界
戦
略
に
と
っ
て
の
重

要
性
で
あ
り
、
日
本
の
防
衛

の
た
め
で
は
な
い
」「
日
本

の
お
も
い
や
り
予
算
は
、
他

の
同
盟
国
す
べ
て
の
金
額
を

上
回
る
」。

も
う
ひ
と
つ
興
味
深
い
話

が
あ
る
。
5
月
に
終

わ
っ
た
2
0
1
0
年

N
P
T
再
検
討
会
議

で
、「
非
核
兵
器
国

に
対
す
る
核
兵
器
使

用
あ
る
い
は
使
用
の

威
嚇
を
確
実
に
禁
止

す
る
有
効
な
国
際
的

取
り
決
め
に
つ
い
て

討
議
す
る
こ
と
を
開

始
す
る
」
こ
と
が
合

意
さ
れ
た
。こ
れ
は
、

非
核
地
帯
や
非
核
国

に
対
す
る
核
攻
撃
の

禁
止
の
こ
と
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
日

本
人
の
多
く
は
、
日

本
が
非
核
兵
器
保
有

国
で
あ
る
と
信
じ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
日

本
の
常
識
で
世
界
の

非
常
識
だ
。
ア
メ
リ

カ
の
核
の
傘
の
下
に
あ
る
日

本
は
、
核
兵
器
保
有
国
と
み

な
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
の

一
環
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る

日
米
安
保
条
約
の
そ
の
も
の

が
、
日
本
の
平
和
と
安
全
を

脅
か
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
広
げ
る
こ

と
が
、「
闇
の
魔
神
」
の
呪

縛
を
解
く
大
き
な
力
に
な
る

は
ず
だ
。

（
石
川
（
城
北
病
院
）

原

和
人
）

安保破棄中央実行委員会

「普天間問題と安保50年」

書書

評評

日印原子力協定の締結に
反対します

日本がインドとの原子力協定締結交渉を視野に、関係省庁間の調
整作業に入っていると報道されています（中国新聞 6月22日）。
核不拡散条約（NPT）は、核兵器を新たに開発した国に対する民

生用原子力開発への協力を禁じています。インドは（NPT）未加盟
国ですが、NPTの趣旨から、条約外の国とはいえ、加盟国が事実上
核保有国の（民生用であっても）原発建設に協力することは断じて
許されない行為であると考えます。この行為はNPTを事実上形骸化
し、「核兵器を開発してしまえば勝」という既成事実を作り出すも
のであり、北朝鮮の核開発を非難する根拠もなくなります。さらに、
明らかに「核のない世界」実現に逆行するものです。インドが核兵
器を廃棄し非核保有国としてNPTに加盟するまでは、日本がインド
の原発建設を含むすべての原子力利用に協力しないよう、日印原子
力協定を締結しないよう要請します。
同じ報道によると、岡田外相が共同通信のインタビューで「各国

が（対インド協力に）進んでいる時に日本だけが違うことを言って、
それがどれだけ意味がある……」と語られています。日本は唯一の
被爆国です。各国が違反することと、唯一の被爆国日本が違反する
のでは、国際社会に与える影響はまったく違うということをお考え
ください。
私たち核廃絶を願う市民は、新たに鳩山政権が誕生し国連演説で

の核廃絶に向けての決意などから、今までの自民党政権の口先だけ
の「唯一の被爆国政府」として「核廃絶の先頭に立つ」ではなく、
真剣に「核のない世界」を目指した役割を果たされるものと期待し
てきました。
8月、菅首相は広島・長崎での慰霊式典では被爆者の御霊の前で

核廃絶に向けて挨拶をされることと思います。どうか、被爆者の
「私たちの命ある間に核廃絶を」という願いを裏切るような決定を
しないでください。

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
隣
で
開

い
た
「
平
和
の
夕
べ
」。

平
和
へ
の
願
い
を
込
め

て
エ
コ
バ
ル
ー
ン
を
飛

ば
し
た
。

日印原子力協定に反対要請
反核医師の会

日本とインドが原子力協定締結交渉を視野に、関係省庁間の調整作業に
入っているとの報道を受け、核戦争に反対する医師の会は 6月25日、菅直人
首相、岡田克也外務大臣、直嶋正行経済産業大臣、仙谷由人内閣官房長官
に向けて、同協定を締結しないよう要請した。内容は次の通り。
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（３） 2010年7月31日 反核医師の会ニュース

し
か
し
、
こ
の
合
意
文
書
の

内
容
を
悲
観
的
な
面
か
ら
の
み

見
て
は
い
け
な
い
。

今
回
の
再
検
討
会
議
で
は
、

25
カ
国
がN

uclear
W
eapon

C
onvention

（
核
兵
器
（
禁
止
）

条
約
。
以
下
、
N
W
C
）
へ
の

支
持
を
表
明
、
非
同
盟
諸
国

（
1
1
6
カ
国
）、
非
核
兵
器
地

帯
締
約
国
会
議
も
強
く
支
持
し

た
。
核
保
有
国
を
除
け
ば
、
圧

倒
的
多
数
の
加
盟
国
が
支
持
し

た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
N

W
C
は
今
回
初
め
て
会
議
の
議

論
の
中
心
と
な
り
、
N
W
C
と

い
う
文
言
が
合
意
文
書
に
も
明

記
さ
れ
た
。
こ
れ
は
画
期
的
成

果
で
あ
る
。

N
P
T
は
発
効
後
す
で
に
40

年
。
核
兵
器
の
不
拡
散
・
廃
絶

を
目
指
す
も
の
の
、
事
実
上
の

核
保
有
国
は
増
え
続
け
、
廃
絶

に
向
け
て
も
見
る
べ
き
成
果
が

な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
2

0
0
8
年
10
月
、
バ
ン
・
ギ
ム

ン
国
連
事
務
総
長
は
N
W
C
交

渉
の
重
要
性
に
言
及
し
た
5
項

目
提
案
を
発
表
、
注
目
さ
れ
て

い
た
。
そ
し
て
、
昨
年
は
準
備

委
員
会
で
ほ
ん
の
一
握
り
の
国

が
支
持
し
た
だ
け
で
簡
単
に
議

長
案
か
ら
葬
り
去
ら
れ
た
N
W

C
が
、
今
年
は
再
検
討
委
員
会

で
の
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
。

し
か
も
、
会
議
の
過
程
で
、
核

保
有
国
は
さ
ま
ざ
ま
な
修
正
を

迫
り
具
体
的
な
時
間
枠
な
ど
を

削
除
さ
せ
た
も
の
の
、
N
W
C

の
必
要
性
ま
で
を
抹
殺
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

再
検
討
会
議
で
は
相
も
変
わ

ら
ず
核
保
有
国
は
核
抑
止
論
を

振
り
か
ざ
し
、
核
兵
器
の
削
減

は
す
る
が
保
有
を
永
続
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
具
体
的
な
提
案
を
削
除

あ
る
い
は
骨
抜
き
に
し
て
い
っ

た
。
フ
ラ
ン
ス
や
米
国
を
中
心

に
中
国
を
除
く
核
保
有
国
は
、

N
W
C
を
合
意
文
書
か
ら
削
除

す
る
よ
う
強
く
迫
っ
た
。
し
か

し
、
核
保
有
国
も
含
め
た
全
参

加
国
の
2
0
0
5
年
の
失
敗
を

繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
強
い
共
通
認
識
が
あ
っ
た
と

は
い
え
、
N
W
C
を
支
持
す
る

国
際
的
な
声
を
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
何
と
か
骨
は
抜
い

た
も
の
の
、
N
W
C
と
い
う
大

き
な
流
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
国
が
勝

手
気
ま
ま
に
振
る
舞
え
る
時
代

は
明
ら
か
に
終
わ
り
を
告
げ
つ

つ
あ
る
。
そ
し
て
、
N
W
C
を

求
め
る
声
が
確
実
に
世
界
に
広

ま
っ
て
い
る
。

国
際
刑
事
裁
判
所（
I
C
C
）

の
見
直
し
会
議
で
も
、
直
ち
に

で
は
な
い
が
、
侵
略
行
為
の
責

任
者
が
国
際
法
違
反
と
し
て
I

C
C
で
の
裁
判
の
対
象
と
な
り

処
罰
さ
れ
る
こ
と
も
決
ま
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
軍
事
力
で
は

な
く
国
際
法
の
力
で
国
際
秩
序

を
維
持
す
る
仕
組
み
が
徐
々
に

で
は
あ
る
が
出
来
つ
つ
あ
る
。

以
上
か
ら
、
今
後
の
運
動
次

第
で
は
、
5
年
後
に
開
催
さ
れ

る
次
回
の
再
検
討
会
議
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
前
で
も
N
P
T
に

代
わ
る
新
し
い
プ
ロ
セ
ス
の
中

で
、
核
兵
器
を
非
合
法
化
す
る

具
体
的
な
時
間
枠
を
設
定
し
た

交
渉
が
開
始
さ
れ
る
可
能
性
が

十
分
あ
る
と
言
え
る
。
新
し
い

芽
が
確
実
に
育
ち
つ
つ
あ
る
の

だ
。ま

た
と
な
い
こ
の
好
機
を
生

か
そ
う
と
、
す
で
に
様
々
な
N

G
O
や
真
に
核
廃
絶
を
望
む
国

や
平
和
市
長
会
、
そ
の
他
地
方

自
治
体
な
ど
が
動
き
出
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
志
を
同
じ
に
す
る

も
の
が
連
帯
し
、
N
W
C
交
渉

開
始
に
向
け
た
国
際
的
運
動
が

進
む
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
反
核

医
師
の
会
も
、
こ
れ
に
連
携
し

た
国
内
や
国
際
的
な
活
動
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
何
故
N
W
C

が
必
要
な
の
か
、
単
に
人
道
主

義
的
な
立
場
か
ら
だ
け
で
な

く
、
こ
の
条
約
な
ら
実
現
可
能

だ
と
い
う
こ
と
な
ど
を
し
っ
か

り
理
解
し
、
そ
れ
を
広
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

い
か
に
し
て
核
保
有
国
や
、
核

の
傘
に
依
存
す
る
国
に
N
W
C

を
認
め
さ
せ
る
の
か
、
難
し
い

課
題
も
多
い
。
9
月
の
「
つ
ど

い
」（
奈
良
）
に
は
、
多
く
の

建
設
的
な
意
見
が
持
ち
寄
ら

れ
、
活
発
に
意
見
が
交
換
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

残
念
な
こ
と
に
日
本
政
府
は

N
W
C
に
は
ふ
れ
な
か
っ
た
。

我
が
国
は
、
検
討
会
議
で
核
廃

絶
に
向
け
た
見
る
べ
き
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
せ
ず
、
日
印

原
子
力
協
定
交
渉
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
菅
首
相
の
民
主
党
政
権

も
経
済
優
先
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
を
露
呈
し
た
。
日
本
政

府
に
対
す
る
活
動
も
重
要
で
あ

る
。今

年
8
月
の
I
P
P
N
W
世

界
大
会（
バ
ー
ゼ
ル
・
ス
イ
ス
）

で
は
、
反
核
医
師
の
会
が
「
世

界
の
被
爆
者
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
催
す

る
。
唯
一
の
被
爆
国
の
医
師
と

い
う
立
場
か
ら
N
W
C
に
取
り

組
む
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」実
現

の
た
め
に
、
こ
こ
数
年
の
活
動

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
力
を

合
わ
せ
れ
ば
、
事
態
は
急
転
す

る
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
行
動
を
取

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
政
府
は
普
天
間
問
題

で
国
民
の
納
得
を
得
ら
れ

ず
、
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
原
因
は
「
普
天
間
基
地

撤
去
」
を
「
軍
事
上
の
機
能

及
び
能
力
は
維
持
」
し
た

「
代
替
基
地
」
の
提
供
を
前

提
に
し
た
1
9
9
6
年
の
日

米
合
意
に
あ

る
。当

時
、
日

本
政
府
は
米

軍
基
地
問
題

で
難
題
に
直

面
し
て
い

た
。
95
年
に

米
国
海
兵
隊
員
が
起
し
た

「
少
女
乱
暴
事
件
」
で
県
民

の
怒
り
が
噴
出
し
、
96
年
に

は
期
限
切
れ
を
迎
え
る
米
軍

基
地
用
地
強
制
使
用
問
題
で

地
権
者
か
ら
提
供
拒
否
を
突

き
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
95
年

10
月
21
日
に
は
宜
野
湾
海
浜

公
園
で
行
わ
れ
た
米
軍
基
地

拒
否
の「
県
民
総
決
起
大
会
」

に
約
8
万
5
千
人
が
参
加

し
、
復
帰
後
最
大
規
模
の
集

会
と
な
っ
た
。

96
年
の
日
米
合
意
は
「
米

軍
基
地
撤
去
」
で
大
き
く
広

が
る
県
民
の
怒
り
に
押
さ
れ

て
、
日
米
政
府
が
作
っ
た

「
S
A
C
O
（
沖
縄
行
動
特

別
委
員
会
）」
の
最
終
合
意

で
あ
っ
た
。

新
基
地
候
補
地
が
名
護
市

辺
野
古
の
沿
岸
に
決
定
さ
れ

る
と
、
新
基
地
が
辺
野
古
の

海
を
は
じ
め
環
境
を
破
壊

し
、
基
地
の
危
険
を
更
に
押

し
付
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
住
民
は
見
抜
い
た
。
新
基

地
は
米
軍
が
進
め
る
世
界
戦

略
の
一
環
で
あ
る
「
米
軍
基

地
再
編
」
計
画
で
あ
り
、「
沖

縄
の
負
担
軽
減
」
で
は
な
い

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

爾
来
、
首
相
は
8
人
代
わ

っ
た
が
、
ど
の
首
相
も
地
元

と
満
足
な
対
話
す
ら
出
来
ず

に
き
た
。
沖
縄
県
民
は
懐
柔

計
画
を
拒
否
し
た
。
名
護
市

民
は
今
年
初
め
の
市
長
選
挙

で
新
基
地
建
設
を
拒
否
す
る

市
長
を
選
ん
だ
。
新
基
地
と

引
き
換
え
に
普
天
間
基
地
撤

去
を
進
め
る
計
画
に
沖
縄
は

「
ノ
ー
」
を
突
き
つ
け
た
。

基
地
を
巡
る
力
関
係
は
逆
転

し
た
の
で
あ
る
。

9
人
目
の
首
相
が
取
る
べ

き
道
は
、「
県
民
の
心
」
を
胸

に
、
米
国
に
は
っ
き
り
と

「
ノ
ー
」
を

言
い
、「
基
地

撤
去
」
を
要

求
す
る
こ
と

だ
。
そ
れ
が

出
来
な
け
れ

ば
、
沖
縄
県

民
の
怒
り
は

か
つ
て
の「
島
ぐ
る
み
闘
争
」

を
再
来
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
そ

の
沖
縄
の
声
は
日
本
全
体
の

声
と
な
り
、
日
本
全
国
の
米

軍
基
地
撤
去
を
求
め
る
「
国

ぐ
る
み
闘
争
」
へ
と
発
展
す

る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
2
0
1
0
・
7
・
8

T
・
H
）

時事
モニター

第 2 回

普
天
間
基
地
問
題

米
国
に
、
は
っ
き
り
「
ノ
ー
」
を

言
っ
て
こ
そ

再
検
討
会
議
全
体
会
議
１
日
目
。

開
会
演
説
中
の
カ
バ
ク
チ
ュ
ラ

ン
議
長
（
中
央
）

NPT再検討会議の成果と今後の私たちの運動
反核医師の会事務局長　松 井 和 夫

5月27日、最終合意文書（以下、合意文書）が何とか採択され、2010年NPT再検討会議（以下、再検討会議）は幕を閉じた。核廃

絶を願う多くの市民は、2000年合意の内容、とりわけ核廃絶への明確な約束を再確認する合意文書が採択されたことに胸を撫で

下ろした。しかし、予想されていたことではあったが、その内容には具体的な進展が少なく、市民社会の期待は大きく裏切られた。

「
Ｎ
Ｗ
Ｃ（
核
兵
器
条
約
）」へ

膨
ら
む
希
望

5月4日、反核医師の会がNYで現地集会を開催。31人が
参加、IPPNWのビクター・サイデル元会長や同プログ
ラムディレクターのジョン・ロレッツ氏、PSRのNY支
部のキャサリン会長らもゲスト参加。

主

張
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各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

各
地
の
反
核
医
師
の
会
か
ら

核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の

会
・
愛
知
は
、
5
月
22
日
（
土
）

の
午
後
、
協
会
伏
見
会
議
室
で

28
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催
。

医
師
と
市
民
ら
百
人
余
り
が
参

加
し
た
。

講
師
の
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー

ド
氏
は
、
日
本
で
活
躍
し
て
い

る
詩
人
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
豊

か
な
日
本
語
表
現
と
ユ
ニ
ー
ク

な
鋭
い
視
点
で
、「
詩
人
が
語

る
―
核
兵
器
廃
絶
と
憲
法
の
力

産
婆
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と

縦
横
に
語
っ
た
。
科
学
者
の
ワ

イ
ン
バ
ー
ガ
ー
氏
の
言
葉
を
引

用
し
て
、「
専
門
家
」
の
役
割

は
〝
小
さ
な
失
敗
〞
を
器
用
に

回
避
し
て
大
き
な
ウ
ソ
の
世
界

に
国
民
を
導
く
こ
と
。
日
米
両

政
府
の
ご
ま
か
し
の
せ
い
で
、

両
国
民
の
間
に
起
き
て
い
る
核

兵
器
や
基
地
を
め
ぐ
る
認
識
の

ズ
レ
と
共
通
点
な
ど
、
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
広

島
･
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
は

「
大
勢
の
人
命
を
救
う
た
め
」

の
「
正
義
の
投
下
」
と
さ
れ
て

き
た
。
N
P
T
問
題
で
も
、
最

接
し
て
い
る
こ
と
、
将
校
が
住

む
高
級
住
宅
は
思
い
や
り
予
算

で
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
目

の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
私
達

日
本
人
の
税
金
が
間
接
的
に
イ

ラ
ク
侵
略
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

ま
つ
り
で
街
頭
活
動
が
で
き
な

い
の
で
、
総
会
前
に
報
告
者
4

名
を
含
む
7
名
の
会
員
が
白
衣

を
着
て
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の

制
定
を
求
め
て
」
市
民
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
た
。
ま
た
、
6
月

5
日
に
は
N
P
T
再
検
討
会
議

最
終
文
書
を
受
け
て
核
廃
絶
に

む
け
た
具
体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
よ
う
に
、
核
保

有
国
の
在
日
大
使
館
に
要
請
書

を
送
付
し
た
。

6
月
5
・
6
日
に
学
生
部
会

の
企
画
を
長
崎
で
行
っ
た
の
で

そ
の
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
テ
ー
マ
は
「
長
崎
か
ら
平

和
を
学
ぶ
〜
加
害
と

被
害
の
歴
史
を
学
ぼ

う
〜
」
で
、
学
生
の

参
加
者
は
6
名
で
し

た
。
思
っ
て
い
た
よ

り
学
生
が
集
ま
ら
ず

残
念
で
し
た
が
、
学

生
部
会
副
代
表
の
中

村
さ
ん
は
な
ん
と
秋

田
か
ら
は
る
ば
る
来

て
く
れ
て
感
動
し
ま

し
た
。

1
日
目
は
原
爆
資

悪
の
終
末
を
避
け
る
た
め
に

は
、
核
兵
器
廃
絶
し
か
な
い
の

に
そ
の
方
向
に
向
か
わ
な
い
。

理
由
は
、〝
核
持
ち
ク
ラ
ブ
〞（
核

保
有
国
）
が
儲
か
る
道
を
手
放

し
た
く
な
く
て
長
引
か
せ
て
い

る
か
ら
だ
。

日
本
で
は
、「
ア
メ
リ
カ
が

怒
っ
て
い
る
」
と
政
府
も
マ
ス

コ
ミ
も
騒
ぐ
。
し
か
し
ア
メ
リ

カ
で
普
通
の
人
々
は
、
沖
縄
も

普
天
間
基
地
問
題
も
何
も
知
ら

な
い
し
、怒
っ
て
な
ど
い
な
い
。

マ
ス
コ
ミ
が
載
せ
な
い
し
人
々

は
関
心
も
な
い
か
ら
だ
。
日
本

政
府
が
や
る
べ
き
事
は
、
ア
メ

リ
カ
で
そ
の
真
実
を
正
面
か
ら

語
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
う

す
れ
ば
、
膨
大
な
軍
事
費
で
苦

し
め
ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人

と
は
理
解
し
合
え
る
は
ず
だ
。

一
握
り
の
人
々
の
儲
け
の
口

実
に
騙
さ
れ
る
の
で
な
く
、
皆

が
真
実
を
知
り
命
と
平
和
を
守

る
産
婆
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

す
た
め
に
語
り
働
こ
う
。

第
2
部
は
被
爆
者
の
証
言
を

聞
く
会
で
、
は
じ
め
て
聞
く
会

員
・
市
民
も
多
く
、
深
く
心
に

し
み
こ
ん
で
反
核
・
平
和
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
た
。
今
年
度

の
活
動
と
し
て
、
①
被
爆
の
実

相
を
学
び
、
拡
げ
る
―
被
爆
証

言
、「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
日
本

語
版
・
英
語
版
の
普
及
、「
原

爆
の
子
」
映
画
会
・
「
原
爆
と

人
間
」
パ
ネ
ル
展
へ
の
協
力
②

I
C
A
N
の
さ
ら
な
る
理
解
と

運
動
へ
―
I
P
P
N
W
世
界
大

会
参
加
、
奈
良
の
「
つ
ど
い
」

参
加
、
テ
ィ
ル
マ
ン
・
ラ
フ
講

演
会
の
開
催
③
憲
法
九
条
を
守

る
取
り
組
み
―
な
ど
を
決
め

た
。6

月
5
日
の
I
C
A
N
の
世

界
同
時
ア
ク
シ
ョ
ン
は
百
万
石

核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医

師
の
会
は
5
月
30
日
に
2
0
1

0
年
度
総
会
を
開
催
し
た
。
毎

年
、
総
会
時
に
は
市
民
参
加
の

記
念
行
事
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
年
は
62
名
が
参
加
し
た
。

第
1
部
は
N
P
T
再
検
討
会

議
に
む
け
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行

動
に
参
加
し
た
4
名
の
会
員

が
、
現
地
で
の
署
名
活
動
、

「
国
際
行
動
デ
ー
」
の
集
会
と

パ
レ
ー
ド
の
様
子
、
リ
バ
ー
サ

イ
ド
チ
ャ
ー
チ
で
行
わ
れ
た
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
、
初

め
て
入
っ
た
国
連
総
会
会
議
場

で
の
N
P
T
再
検
討
会
議
傍
聴

の
感
動
、「
反
核
医
師
・
医
学

者
の
つ
ど
い
」
で
I
P
P
N
W

幹
部
の
話
を
聞
い
た
喜
び
を
報

告
し
た
。

料
館
と
岡
ま
さ
は
る
記
念
館
を

廻
っ
た
後
に
原
爆
症
訴
訟
に
関

わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
牧
山
さ
ん

（
長
崎
民
医
連
）と
勉
強
会
、
そ

の
後
交
流
会
を
し
ま
し
た
。
岡

ま
さ
は
る
記
念
館
は
日
本
の
加

害
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
く
展

示
し
て
あ
る
資
料
館
で
す
。
日

本
の
炭
鉱
に
朝
鮮
人
が
強
制
的

に
連
れ
て
こ
ら
れ
て
過
酷
な
労

働
を
強
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

侵
略
し
た
韓
国
に
対
し
て
日
本

語
を
強
制
し
た
り
反
抗
す
る
人

を
見
せ
し
め
に
殺
し
て
い
た
こ

と
な
ど
、
日
本
人
と
し
て
恥
ず

か
し
く
な
る
よ
う
な
歴
史
事
実

を
学
び
ま
し
た
。
勉
強
会
で
も

話
題
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
日

本
の
被
害
の
歴
史
に
関
し
て
は

学
校
で
も
多
く
の
こ
と
を
勉
強

し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

加
害
の
歴
史
に
つ
い
て
ど
れ
だ

け
の
こ
と
を
私
達
は
知
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
今
ま
で
歴
史

を
一
面
的
に
し
か
見
て
こ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
分
自

身
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

2
日
目
は
早
起
き
し
て
佐
世

保
に
出
向
き
、
現
地
の
平
和
委

員
会
の
山
下
さ
ん
に
案
内
し
て

も
ら
い
な
が
ら
基
地
巡
り
を
し

ま
し
た
。
佐
世
保
は
強
襲
揚
陸

艦
エ
セ
ッ
ク
ス
な
ど
の
米
軍
艦

の
母
港
に
な
っ
て
い
て
米
世
界

戦
略
の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
基
地
の
弾
薬
庫
と
民
家
が

学生部会
コーナー
学生部会
コーナー 詩

人
が
語
る
　

核
兵
器
廃
絶
と
憲
法
の
力

ア
ー
サ
ー
氏
が
講
演

と
、
ま
た
佐
世
保
の
住
民

は
戦
後
ず
っ
と
犠
牲
を
強

い
ら
れ
て
き
た
と
い
う
事

実
は
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。
基
地
に
対
し
て

「
N
O
!
」と
言
え
る
勇
気

を
若
者
全
体
で
持
た
な
く

て
は
い
け
な
い
、
米
の
軍

事
力
に
依
存
せ
ず
に
平
和

を
構
築
す
る
方
法
が
き
っ

と
あ
る
は
ず
だ
よ
ね
と
、

皆
と
語
り
合
い
ま
し
た
。

「
せ
っ
か
く
学
生
部
会

を
発
足
し
た
の
だ
か
ら
、

何
か
し
た
い
よ
ね
…
」
と

い
う
動
機
で
始
め
た
企
画
で
し

た
が
、
普
段
考
え
て
い
る
こ
と

を
仲
間
で
語
り
合
え
る
貴
重
な

経
験
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の

活
動
の
原
動
力
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

戦
争
加
害
と
被
害
の
歴
史
学
ぶ

学
生
部
会
が
学
習
会
・
長
崎

長
崎
大
学
医
学
部
5
年
　
加
山
恵
美
奈

市
民
参
加
で
総
会
開
催

Ｎ
Ｙ
報
告
、
被
爆
者
証
言
な
ど

白衣をまとい、核兵器禁止条約の制定を求めて
街頭宣伝に向かう会員

募金と2010年度会費納入のおねがい

本会は、会員の皆様の会費と募金によって、運営されています。
この夏以降、IPPNW世界大会（ 8 月・スイス・バーゼル）への参加、

第21回反核医師医学者のつどい（ 9 月・奈良）の開催などが予定されてい
ます。また、核兵器廃絶への流れをさらに押し進める行動にもとりくんで
いきたいと考えています。
つきましては募金へのご協力と早期の会費納入をお願いする次第です。

振込先

◇りそな銀行　新都心営業部
普通　１５５７５０２　「反核医師　医学者の集い」

◇郵便振替
００１７０－７－５６７６４　「反核医師・医学者のつどい」

講演する
アーサー・ビナード氏

愛　知

石　川
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